
　
８
月
９
日
、東
野
少
年
剣
道
教
室（
木
下
信

哉
監
督
）の
皆
さ
ん
が
８
月
４
日
に
行
わ
れ
た

第
42
回
少
年
玉
竜
旗
争
奪
剣
道
大
会（
小
学
生

の
部
）の
優
勝
を
平
安
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
曽
我
貴
昭
君（
先
鋒
６
年
生
）、

山
下
優
斗
君（
次
鋒
４
年
生
）、佐
藤
祐
太
君（
中

堅
４
年
生
）、平
田
竜
太
郎
君（
副
将
６
年
生
）、

梅
ヶ
谷
翔
君（
大
将
６
年
生
）の
５
人
。全
国
か

ら
２
６
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
こ
の
大
会
、中

で
も
先
鋒
の
曽
我
君
は
初
戦
か
ら
３
回
戦
ま

で
15
人
抜
き
、決
勝
戦
も
５
人
抜
き
の
大
活
躍
。

ま
た
、大
将
の
梅
ヶ
谷
君
は
７
月
26
日
に
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
第
32
回
全
日
本
選
抜

少
年
剣
道
個
人
練
成
大
会
の
小
学
生
の
部
で

準
優
勝
し
て
い
ま
す
。 

　
８
月
９
日
、福
田
大
象
さ
ん（
三
沢
）が

滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ

ス
タ
ー
ズ
２
０
０
７
の
水
泳
競
技
に
出
場

す
る
こ
と
を
平
安
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

水
泳
競
技
は
９
月
15
・
16
日
に
行
わ
れ
、福

田
さ
ん
は
１
部（
35
〜
39
歳
）の
１
０
０
ｍ

自
由
型
、１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
、２
０
０
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
の
３
種
目
に
出
場
し
ま
す
。

　
中
学
・
高
校
時
代
も
全
国
大
会
に
出
場

し
、今
で
も
仕
事
の
合
間
を
見
て
、週
４
回

は
３
〜
４
千
ｍ
の
内
容
重
視
の
練
習
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
。「
若
い
人
た
ち
の
手
本

と
な
る
よ
う
な
記
録
を
出
し
た
い
」と
大

会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。 
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７
月
29
日（
日
）と
８
月
19
日（
日
）に
、松
崎

に
あ
る
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
旅
籠（
旅
館
）

油
屋
の
修
繕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。長
い
年
月
の

間
に
壁
や
床
な
ど
、か
な
り
破
損
が
進
ん
で
い

た
も
の
を
、松
崎
町
並
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
広

報
で
募
集
し
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
、専
門
職
人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、１

日
か
け
て
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
夏

休
み
に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
多
数
参
加
し

ま
し
た
。作
業
は
、油
屋
の
入
口
付
近
の
壊
れ

た
壁
の
塗
り
替
え
や
土
間（
床
）の
補
修
を
行

い
ま
し
た
が
、最
初
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
い
た

参
加
者
も
終
わ
る
頃
に
は
慣
れ
た
手
つ
き
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、危
険
箇
所
の
修
繕
な
ど
を
行
い
、

秋
に
は
油
屋
や
松
崎
の
町
並
を
案
内
す
る
場

所
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。 

　
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、小
郡

市
文
化
協
会
が
主
催
し
て「
夏
休
み
子
ど
も
体

験
教
室
」が
校
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
味
坂
校
区
公
民
館
」の
教
室
で
は
、前
後
期（
７

月
31
日
・
８
月
17
日
）と
も
に
10
数
人
の
子
ど

も
た
ち
が
、茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
参
加
し
た
子
ど
も
も
多
く
、「
こ
れ
は
、

茶
杓（
ち
ゃ
し
ゃ
く
）だ
よ
」な
ど
と
茶
道
具
の

名
前
や
使
い
方
を
思
い
出
し
、「
早
く
や
っ
て

み
た
い
！
」と
、一
人
ず
つ
順
番
に
釜
の
前
に

す
わ
り
、友
達
に
お
茶
を
点
て
て
い
ま
し
た
。 

　
初
体
験
の
子
ど
も
た
ち
も
、緊
張
し
な
が
ら
、

大
き
な
お
茶
碗
の
中
で
一
生
懸
命「
茶
筅（
ち

ゃ
せ
ん
）」を
振
っ
て
い
ま
し
た
。初
め
て
点
て

た
お
茶
を
い
た
だ
く
時
に
は
、少
し
神
妙
な
面

持
ち
で
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
足
が
い
た
か
っ
た
け
ど
、「
面
白

い
！
」「
ま
た
し
た
い
！
」と
と
て
も
満
足
げ
な

笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 
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立
石
小
学
校（
永
田
光
子
校
長
）は
、子
ど

も
た
ち
が
地
域
の
伝
統
文
化
や
芸
能
を
学
び
、

豊
か
な
人
間
性
と
多
様
な
個
性
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
、韓
国
の
ト
ン
ジ
ュ（
東
周
）小

学
校（
釜
山
市
）と
交
流
を
始
め
て
２
年
目

に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
も
８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
ト
ン

ジ
ュ
小
学
校
の
児
童
31
人
が「
立
石
小
学
校

韓
国
友
の
会
」（
高
野
清
隆
会
長
）の
招
き
で

立
石
小
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
音
楽
を
通
し
た
日

本
文
化
の
体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、

国
際
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、８
月
28
日
か
ら
は
、同
会
を
中
心

と
し
た
立
石
小
学
校
の
６
年
生
ら
が
釜
山

市
を
訪
問
し
、お
花
や
お
茶
な
ど
の
日
本
の

伝
統
文
化
と
韓
国
の
伝
統
文
化
の
相
互
交

流
を
通
し
て
、日
韓
友
好
や
親
善
の
意
識
を

高
め
る
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
下
町
区
で
は
、７
月
28
日
か
ら
29
日
に

育
成
会
・
保
護
者
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
会

や
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
が
協
力
し

て
、30
年
ぶ
り
に「
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
キ
ャ

ン
プ
」を
行
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、日
　
神
社
境
内
で
テ

ン
ト
を
張
っ
た
り
、ス
イ
カ
割
り
を
楽
し

み
、協
力
し
て
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

食
べ
な
が
ら
、充
実
し
た
達
成
感
を
味
わ

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 
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黒岩稲荷神社800年式年大祭黒岩稲荷神社800年式年大祭
  黒岩稲荷神社は市の北西部、西島区の木立の中に鎮座し、祭神は「倉稲魂神（うがのみたまのか
み）」が祭られています。
　この神社創建には次のような由緒が伝わっています。
　後鳥羽天皇の御代（1183年〜98年）、平家一門の「慈禅尼」という人が、一門の武運長久を京都伏
見稲荷に祈願し、その分霊を受けました。
　壇の浦の戦い（1185年）で敗れた後、慈禅尼が肥前の山奥や筑後の国、高良山等を転々と追討の
手を逃れ、この黒岩山に移り、岩穴に隠れ朝夕の礼拝、祭祀の礼を続けたのが、この神社の始まり
といわれています。
　以来、郷土の人々の崇敬篤く、明和２（1765）年には、第８代久留米藩藩主有馬頼貴公が奥方の
病気平癒の返礼に参道の敷設と鳥居一基を献上され、
これが南方約100メートルの旧参道に今なお現存し
ています。
　昨今では、鎮火、商売繁盛、学業成就などの神として、
遠近からの参拝者が多く、毎年２月の初午の日には
例祭が行われています。
　本年10月13日（土）には、西島区の氏子・信者を中
心に800年式年大祭が行われます。

　期日　10月13日（土）
　場所　黒岩稲荷神社（三沢）
　内容　御祭典（午前10時〜）、奉納演芸（正午〜午後５時）
　　　　神楽、祝舞や七夕太鼓の披露、餅まきなどが予定されています。

▲
▲
▲

▲ボランティアの指導で和太鼓を体験するトンジュ小学
　校の児童（左）と立石小学校の６年生も一緒に記念撮影

▲天幕張りは大変でした
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